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き、三角形の辺の比から、Ｎ2を求める。 

Ｎ2＝Ｐ (引張力)であることがわかる。 

《変位量の和(δＢ)を求める》 

δＢは、「ＡＣ材の変位量Δl」と「ＣＢ材の変位量Δl」の和であり、変位量

は、下式で求められることがわかっている。 

  Δl＝
ＥＡ

Ｎ l
、Ｎ1＝３Ｐ (引張力)、 Ｎ2＝Ｐ (引張力) 

  ∴δＢ＝
ＥＡ

Ｎ l1
＋

ＥＡ

Ｎ l2
＝

ＥＡ

Ｐl３
＋

ＥＡ

Ｐ l
＝

ＥＡ

Ｐ l４  

したがって、解答は、４である。 

 

《なお、参考までに他部材の応力（軸方向力）も求めてみよう》 

切断法の図に戻って、ＣＤ部材のＮ3とＥＤ部材のＮ4を求める。 

ΣＭＣ＝０より、 

Ｐ×l－Ｎ4×l＝０ 

∴Ｎ4＝Ｐ (圧縮力) 

ΣＹ＝０より、Ｎ3のＹ方向分力Ｎ3Ｙと鉛直荷重がつり合うので、 

－Ｎ3Ｙ－Ｐ－Ｐ＝０ 

∴Ｎ3Ｙ＝－２Ｐ (マイナスなので、仮定と向き反対の上向き) 

三角形の辺の比から、 

Ｎ3＝２ ２ Ｐ (仮定と向き反対の圧縮力) 

また、Ｅ点において、節点法により部材ＣＥ

を求める。示力図を描き、三角形の辺の比か

ら、部材ＣＥの軸方向力は、Ｐ（引張力）で

ある。 

したがって、このトラスに生じる軸方向力は、

右図のようになる。 

14QH2105 
問題 

図のような鉛直荷重Ｐを受けるトラスＡ、Ｂ、Ｃにおいて、それぞれのロー

ラー支持点の水平変位δＡ、δＢ、δＣの大小関係として、正しいものは、次

のうちどれか。ただし、各部材は同一材質とし、斜材の断面積はそれぞれ a、
２a、３aとし、水平材の断面積はいずれも aとする。 

 

 

1. δＡ＞δＢ＞δＣ 

2. δＡ＝δＢ＝δＣ 

3. δＢ＝δＣ＞δＡ 

4. δＣ＞δＢ＞δＡ 

H2105軸方向の変位	 BNo. 32 □□□
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14AH2105 
解説  正答──４ 

ひずみ度εに対する応力度σがヤング係数Ｅである。 

  Ｅ＝
ε

σ
 ここで、σ＝

Ａ

Ｎ
 、ε＝

l
Δl

  

ここから、伸びた長さ（変位量）の式に置き換えると、 

  
l
Δl

＝
ＥＡ

Ｎ
 ∴Δl＝

ＥＡ

Ｎ l   

したがって、問題のトラスは、材質が同一（ヤング係

数Ｅが等しい）なので、ローラー支持点の水平変位は、水平材の軸方向力Ｎ

及び長さl に比例し、部材の断面積Ａに反比例する。 

ここで、トラスＡ、Ｂ、Ｃの水平材は、断面積（ a ）及び部材長さ（８l）
が等しいので、水平変位（伸びた長さ）は、軸方向力Ｎにより決まるので、

各トラスの軸方向力を求めれば、解答は得られる。 

《反力を求める》 

荷重がＰで、対称形なので、すべてのトラスの鉛直反力は
２

１
Ｐとなる。 

《各トラスの各部材の軸方向力Ｎを求める》 

各トラスとも、節点においてすべて

の力はつり合っている（節点法）こ

とから、示力図を描き、三角形の辺

の比から、軸方向力を求める。 

（トラスＡのＮＡ）図の節点におい

て、示力図を描き、軸方向力ＮＡを

求める。与えられた寸法から示力図

の三角形の辺の比は、１：２： 5

（トラスＡは正三角形ではないこと

に注意）なので、 

Ｐ/２：ＮＡ＝２：１ 

∴ＮＡ＝
４

Ｐ
（引張力) 

なお斜材は、
4

5Ｐ
 (圧縮力)である。 

三角形の辺の比
Ｐ

ＮＡ

δＡ

Ｐ/2 Ｐ/2

1

2

/2Ｐ

/4＝

示力図

Ａ Ｐ

/4Ｐ

Ｎ

√5

√5

解　説
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14AH2105 
解説  正答──４ 

ひずみ度εに対する応力度σがヤング係数Ｅである。 

  Ｅ＝
ε

σ
 ここで、σ＝

Ａ

Ｎ
 、ε＝

l
Δl

  

ここから、伸びた長さ（変位量）の式に置き換えると、 

  
l
Δl

＝
ＥＡ

Ｎ
 ∴Δl＝

ＥＡ

Ｎ l   

したがって、問題のトラスは、材質が同一（ヤング係

数Ｅが等しい）なので、ローラー支持点の水平変位は、水平材の軸方向力Ｎ

及び長さl に比例し、部材の断面積Ａに反比例する。 

ここで、トラスＡ、Ｂ、Ｃの水平材は、断面積（ a ）及び部材長さ（８l）
が等しいので、水平変位（伸びた長さ）は、軸方向力Ｎにより決まるので、

各トラスの軸方向力を求めれば、解答は得られる。 

《反力を求める》 

荷重がＰで、対称形なので、すべてのトラスの鉛直反力は
２

１
Ｐとなる。 

《各トラスの各部材の軸方向力Ｎを求める》 

各トラスとも、節点においてすべて

の力はつり合っている（節点法）こ

とから、示力図を描き、三角形の辺

の比から、軸方向力を求める。 

（トラスＡのＮＡ）図の節点におい

て、示力図を描き、軸方向力ＮＡを

求める。与えられた寸法から示力図

の三角形の辺の比は、１：２： 5

（トラスＡは正三角形ではないこと

に注意）なので、 

Ｐ/２：ＮＡ＝２：１ 

∴ＮＡ＝
４

Ｐ
（引張力) 

なお斜材は、
4

5Ｐ
 (圧縮力)である。 

三角形の辺の比
Ｐ

ＮＡ

δＡ

Ｐ/2 Ｐ/2

1

2

/2Ｐ

/4＝

示力図

Ａ Ｐ

/4Ｐ

Ｎ

√5

√5

（トラスＢのＮＢ）図の節点において、示力図を描き、軸方向力ＮＢを求め

る。与えられた寸法から三角形の辺の比は、１：１： 2 なので、 

Ｐ/2：ＮＢ＝１：１ 

  ∴ＮＢ＝
２
Ｐ

(引張力) 

なお斜材は、
２

2Ｐ
(圧縮力) 

（トラスＣのＮＣ）図の節点に

おいて 示力図を描き、軸方向力ＮＣを求める。示力図の三角形の辺の比は、

３：４：５ なので、 

Ｐ/2：ＮＣ＝３：４ 

∴ＮＣ＝４×
６

Ｐ
＝

３

２Ｐ
(引張力） 

なお、斜材は、
６

５Ｐ
(圧縮力) 

《変位量を比較する》 

断面積（ a ）及び部材長さ（８l）が同じことから、 

δ＝
ＥＡ

Ｎ l
∝Ｎ である。 

δＡ∝ＮＡ＝
４

Ｐ
 

δＢ∝ＮＢ＝
２
Ｐ

 

δＣ∝ＮＣ＝
３

２Ｐ
  

したがって、δＡ、δＢ、δＣの大小関係は、 

∴δＣ＞δＢ＞δＡ 

正答は４である。 

 

正答 4


